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福岡県革新懇第31回総会開かれる福岡県革新懇第31回総会開かれる
活動方針、決算・予算を承認活動方針、決算・予算を承認

日本共産党市議団　日本共産党市議団　

　北九州市の 9月定例会（決算議会）が 9
月 5日から 10月 8日までの日程で開かれて
います。
　この9月議会の開会にあたり、日本共産党
市政懇談会が、9月 8日午後２時から小倉北
区の市立男女共同参画センタームーブで開催
されました。８名の市議と、うど浩一郎（小
倉南区）・きた時子（八幡東区）予定候補が
出席しました。
　山内涼成党市議団幹事長がパワ－ポイント
をつかって基調報告し、武内市政の問題点を
浮き彫りにしました。　
　参加者からの鋭い説明や要望に対して各議
員より丁寧な返答がなされ有意義な懇談会と
なりました。

　9月 14 日午後、福岡教育会館で上記総会が開
催されました。参加人数は63名。
　総会に先立ち、全国革新懇事務室長の小田川義
和氏の講演があった。テーマは「歴史的転換点を
迎えて革新懇運動の果たすべき役割はなにか」。
　総会では、「活動報告と活動方針」、「決算報告と
予算提案」、役員改選提案がなされ承認されました。　
　講演会・総会の結果は、県革新懇ニュ－ス 10
月号（10月 6日ごろ発行）で報告、「小田川講演」
録画は後日配信予定です。

多くの市民が駆けつけた市民懇談会
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荒川徹�議員（会派質疑、60分）
◆物価高騰の市民生活、地元業者
　への影響と本市の対策について
◆気候危機打開対策について
◆マイナ保険証一本化について
◆下北道路建設について
◆ジェンダー問題について

大石正信�議員（一般質問、60分）
◆北九州空港の軍事利用について
◆自衛官募集問題について
◆北九州市立大学の防衛セミナーについて◆富野口交差点の改善について

山内涼成�議員（一般質問、60分）
◆エンディングプランサポート事業について◆骨密度検査について
◆文化財保護行政のあり方について
◆若松への半導体工場誘致について

永井佑�議員（一般質問、60分）
◆学校給食無償化について
◆補聴器購入助成について
◆災害対策について

99月議会が始まります月議会が始まります

皆さん皆さんのの声と願い声と願いをを届届けますけます

9月議会日程
本会議（開会） 5 日㈭本会議（質疑・一般質問）

12 日㈭、13 日㈮、17 日㈫～19 日㈭決算特別委員会
19 日㈭、20 日㈮、24 日㈫～ 26 日㈭、10 月 2 日㈬市長質疑　　　　 　　 　　　　　　30 日㈪本会議　　　　　 　 　　　　　10 月 3 日㈭常任委員会　　　      　10 月 4 日㈮、７日㈪本会議（閉会）　　　　　　　　　10 月 8 日㈫　※請願・陳情の締め切りは 9 月 26 日㈭です

市議団全員で予算提案書を手渡し懇談
門司区

井堀小学校で
北九州市立高校で

戸畑区

小倉北区
小倉北区

物価高騰対策、初代門司駅遺構保存、特定利用
空港撤回、学校給食無償化、補聴器購入助成 実現に向けて全力　北九州市の 9月定例会（決算議会）が、9月５日から10月 8日までの日程で開かれます。決算議会は１年間の予算執行や事業が適正・効率的に行われているかどうかなどを検証します。

　武内市政は「稼げるまち」を掲げる一方、「予算事務事業の見直し」を名目に生活保護、草刈り費用、小学生を対象にしたスタディツアーの体験学習など市民生活を支える151億円もの予算をカット。一方、日本イコモス国内委員会など 11もの学術団体が現地保存を求

めたにもかかわらず、初代門司駅関連遺構の破壊に突き進み、特定利用空港の選定問題では「防衛問題は国の専管事項」として、市民や議会の声に耳を傾けることなく受け入れを強行しました。
　党市議団は、物価高騰対策、初代門司駅遺構の現地保存、特定利用空港の受け入れ撤回と併せ、市民とともに署名運動に取り組んでいる学校給食の無償化、補聴器購入助成実現に向け、全力を挙げます。

日本共産党北九州市議団ホームページ⇒

北九州市議会
9月議会質問内容

日本共産党市議団

市政懇談会のご案内
9月議会の開会にあたり、市民の皆さんのご意見・ご要望をお聞きする「市政懇談会」を、下記の日程で開催します。入場は無料で、どなたでも参加できます。■�と　き　９月8日㈰　午後 2時から■�ところ　北九州市立男女共同参画センタームーブ

　2024 年原水爆禁止世界大会・広島大会に向け、平和行進が行われました。共産党市議団も北九州市・下関コースを、核兵器の廃絶、戦争のない世界を願って、市民とともに行進しました。

　日本共産党北九州市議団は 8月 26日、2025 年度の市予算編成にあたり、269 項目（重点項目23 項目）の予算提案書を武内和久市長に手渡し、懇談しました。　荒川徹団長は冒頭、物価の急激な高騰で市民生活や中小業者の経営に大きな影響が出ているとし、積極的な対応を求めました。
　各議員からは、米不足への対応とともに、農業振興にもつながる学校給食の無償化、産業界における温室効果ガスの削減などの要望が出されました。　市長は、温室効果ガスについて「市政として腰を据えてやっていきたい」との認識を示し、給食無償化については「経済政策の中でどう位置付けるか、大切な視点」と答えました。市長の方から「ジェンダー平等の施策推進」についての質問があり、議員団は、企業における男女の賃金格差の把握、選択的夫婦別姓制度の実施、非正規雇用の改善、幹部職員における男女比の改善などの検討を求めました。

市議団、武内市長に提案
核兵器、戦争のない世界へ
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市政懇談会で要望続々市政懇談会で要望続々
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平和とくらしを守る北九州市民の会　　〒８０３-０８１７　小倉北区田町 13-21 田町ビル 3Ｆ
℡０９３-５９２-５０００ 　fax ０９３-５７１-４３４６

http://siminnokai.sakura.ne.jp　e-mail:koe@siminnokai.com

実

  市民が知らないところで、戦争の準備がす

すめられています。自公政権は、閣議決定し

た、「安保３文書」にもとづいて、九州・沖

縄の自衛隊基地をアメリカいいなりの対中国

戦争の最前線基地にしようとしています。県

内でも、敵基地攻撃による報復攻撃を想定し

た基地「強靭化」が築城基地など１３の自衛

隊基地ですすめられ、土地利用規制法による

住民監視体制がつくられています。さらに北

九州空港の軍事利用を可能にする「特定利用

空港」を選定しました。市議会にも市民にも

まともな説明もなく、武内市長の同意の下に

強行されました。そして、小倉南区の「まつ

りみなみ」が陸上自衛隊小倉駐屯地で開催さ

れ、迷彩服の隊員が闊歩し、隊員募集の機会

にされています。だまっていたら、「戦争へ

の道へ進んでいた」となっては危険。政府の

軍事化のねらいと実態等について学習・交流

をしましょう。みなさんのご参加をお願いし

ます。
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10/27（日）

第44回福岡県自治体フォーラムの御案内第44回福岡県自治体フォーラムの御案内
基 調

テーマ

< 時　間 >9.30 開場、10.00 開会、全体会、12 ～ 13.00 昼休み、分科会 13 ～ 16.00
< 会　場 > 福岡大学Ａ棟（福岡市城南区七隈 8-19-1、略地図参照）
　　　　　最寄り駅：地下鉄「福大前駅」から徒歩約 9 分）
< 参加費 >1000 円（テキスト代ほか）、障がい者・学生は 300 円
< 主　催 > 公益社団法人 福岡県自治体問題研究所
　　　　　〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1-19-3-508 ℡・fax 092-472-4675
　　　　 E-mail:jiti@ked.biglobe.ne.jp　https://jitiken.jimdofree.com/

1 日米軍事一体化のもとで『わたしたちの街』は、今？
問題提起と進行：片山純子（元予備校講師）

　あいさつ：石川捷治・九州大学名誉教授（政治史）
　報告① 安保３文書と特定利用港湾・空港の指定について・・長能正義（平和問題研究家）
　報告② 福岡市と平和の問題について・・堀内徹夫（福岡市議）
　報告③ 築城基地と周辺住民について・・徳永克子（行橋市議）
　質疑応答、意見交換、まとめ
2 日米軍事一体化の下で職場はどう変わるか・・老いも若きも男も女も交流会

＊コーディネーター　築城さとこ（運営委員）、懸谷 一（県自治労連）
　＊助言者・境 公雄（前大木町長）
　講演・「補充的指示権」と地方自治、小原清信・久留米大学法学部教授　
　関連資料読み合わせ、質疑・意見交換・交流
　まとめ　小原教授
3 日本の食料・農業は大丈夫か

＊コーディネーター　岩元泉・鹿児島大学名誉教授
　報告① 辰己佳寿子（福岡大学教授）・・住民自治を促す生活農業：山口県阿武町の農地を守る活動を事例に
　報告② 宮崎康徳（福岡県自治体研究所・研究員）・・学校給食無償化の課題
　報告③ 河村陽菜（九大公認学生サークル i TOP）・・食を通じた街づくりの活動（仮題）
4 県下のまちづくり運動の現状とこれから
　＊コーディネーター・斎藤輝二（元東和大学教授）、新谷肇一（有明高専名誉教授）
　報告①大牟田の歴史と文化を活かしたまちづくり―市庁舎保存問題を基軸に・・古川 学（建築家・新建福岡支部幹事）、
　報告② 箱崎キャンパス跡地の現在地とこれから」・・原田恒夫（九大跡地を考える会・事務局次長、気象予報士）
　報告③初代門司駅遺構の保存運動から見えてきたもの・山隈 玄（北九州市職員OB）
5 住民の暮らしと福祉
　―離婚後「共同親権」の民法改定を通して考える、その現実と背景
　＊コーディネーター　羽田野盛仁（福岡県自治体問題研究所・事務局次長）
　① 講話　「子どもや若者に関する取組の理念と実践の手がかりを考える」
　　藤田 博久（福岡市社会福祉協議会・事業開発課業務アドバイザー）　
　② 現場から・・DV・児童虐待の具体的ケースを紹介　羽田野盛仁（元児童相談所CW）　　
　＊質疑討議（参加者の保育関係者、シンママ応援団（母子家庭支援団体）の方々からの発言。「共同親権」問題と「夫婦別姓」問題

は、表裏の関係にある。問題の根底にはDV,ジェンダー不平等、行政の甚だしい脆弱さ、誤った方向性など今の日本が抱える様
々な問題を取り上げる）

6 特別講座・映画を学び楽しむ
　　『真空地帯」（山本薩夫監督、1952年）に学ぶ
　◎講師・矢野寛治（映画評論家・作家）

 ＊矢野先生からのメッセージ・・「真空地帯とは旧軍の内務班のことである。非人間的、息すらもできない真空の世界のことであ
る。野間宏の原作、野間は自分の体験を、軍隊の中とは何なのかを筆で詳らかにし、軍隊経験をもつ山本薩夫監督がその非人
間性を、上官たちの狡猾さを、日常茶飯のいじめと暴力を映像化した。これは旧軍のお話だけではない。今の海自や陸自、空自
の中に、似たような遺伝子は残っているのではないか。それを危惧し、今回はこの作品を取り上げます。」

　＊スタッフ　杉谷雅博（会員・映画愛好家）、是石喜文（運営委員）、河谷靖（会員）

記念講演 ・日米軍事一体化と憲法
　・・・９条空文化で立憲主義の危機

―『有事』と『平時』の区別を重視した
　　日本の法制が大きく変わる
　　　　城野一憲・福岡大学准教授（憲法学）

『戦争の準備』ではなく　『平和の準備』を『戦争の準備』ではなく　『平和の準備』を

どなたでも
気軽に御参加を

全体集会（１０～12 時）

分科会（13～16 時） ※昼休みの弁当は各自で御用意ください

城野一憲
福岡大学法学部准教授

（憲法学）

城野一憲
福岡大学法学部准教授

（憲法学）

この案内の拡散をお願いします。
この案内チラシは研究所のホームページに掲載中、
現物の請求は研究所まで。
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